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トピックス1　ビフィズス菌によるO157感染予防のメカニズム
ビフィズス菌にはヒトの腸内環境を整える様々な作用が知られており、病原菌の感染を防御する作用も
そのひとつである。しかし、その作用機序は十分解明されていない。（独）理化学研究所の免疫・アレルギー
科学総合研究センターを中心とする研究グループは、腸内細菌などをまったく持たない無菌マウスを用い
た実験によって、特定のビフィズス菌が病原性大腸菌O157の感染を予防するメカニズムの一端を明らか
にした。ある種のビフィズス菌は、腸内環境で酢酸を効率よく産生することにより、O157の感染から大
腸粘膜上皮を保護することができた。今回のマウス実験系と解析技術を活用し、特定の腸内細菌につい
て生理作用のメカニズムを解明することができれば、腸内環境を改善するサプリメントや健康診断マー
カーなどの開発につながる可能性がある。
ビフィズス菌にはヒトの腸内環境を整える様 な々作用
が知られており、病原菌の感染を防御する作用もその
ひとつである。しかし、その作用機序は十分解明され
ていない。
（独）理化学研究所の免疫・アレルギー科学総合研究
センターを中心とする研究グループは、腸内細菌など
をまったく持たない無菌マウスを用いた実験によって、
特定のビフィズス菌が病原性大腸菌O157の感染を予
防するメカニズムの一端を明らかにした。
O157は腸内でシガ毒素を産生し、ヒトにおいては
シガ毒素が大腸粘膜を傷害することによって腸管出血
を引き起こしたり、血中に移行して溶血性尿毒症症候
群などを発症させたりする。研究グループが作成した
無菌マウスにO157を経口投与すると、マウスは大腸
下部に炎症を起こし7日程度で死亡した。しかしビフ
ィズス菌の一種をあらかじめ経口投与しておくと、その
後にO157を投与しても感染死は起こらなかった。腸
内では酢酸量が増加しており、シガ毒素は産生されて
いると確認されたが血中への移行はほとんど認められ
なかった。大腸粘膜上皮では死細胞が少なくなってお
り、炎症の存在を示す遺伝子の発現が抑制されてい
た。また、大腸粘膜上皮由来の培養細胞に酢酸を直
接作用させると、細胞はO157を感染させても死ににく
くなった。これらの結果から、ビフィズス菌は腸内の
酢酸量を増やすことによって大腸粘膜を保護し、O157
の感染を予防していることが明らかとなった。
腸内に常在するビフィズス菌には複数の種類があり、
すべてのビフィズス菌がマウスのO157感染死を予防で
きるわけではない。予防効果の異なるビフィズス菌の
ゲノム配列を比較解析した結果、予防効果のあるビフ
ィズス菌のみに果糖の取り込みに必要な遺伝子が 2 種
類存在することが判明した。酢酸はブドウ糖や果糖な
どから作られるが、O157の感染炎症の場である大腸
下部ではブドウ糖が枯渇しているため、果糖を効率よ
く利用できるビフィズス菌だけが酢酸を産生し、O157
による感染死を予防できるものと考えられる。
ヒトの腸内には数百種にも及ぶ細菌が常在するとい
われており、健康状態や疾患と密接に関係している。
これら細菌群とヒトとの相互作用は複雑であり、多く
は未解明のままである。腸内環境が単純化されている
無菌マウスと今回の解析技術を活用し、特定の腸内細
菌について生理作用のメカニズムを解明することができ
れば、腸内環境を改善するサプリメントや健康診断マ
ーカーなどの開発につながる可能性がある。
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